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ア
カ
コ
ッ
コ
が
三
宅
島
の
森
の
環
境
を
採

餌
な
ど
で
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

下
草
を
取
り
払
う
作
業
を
島
の
人
達
と
協
力

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
林
床
を
埋
め
尽
く
す

よ
う
に
伸
び
る
ツ
タ
を
引
っ
張
っ
て
は
抜
く

こ
と
を
繰
り
返
し
、
落
ち
葉
が
見
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
抜
い
た
ツ
タ
は
い
く
つ
か
の

場
所
に
ま
と
め
て
置
き
、
虫
た
ち
や
ミ
ミ
ズ

が
暮
ら
す
場
所
を
作
り
ま
し
た
。

　
３
月
１
６
日
、
五
代
目 

江
戸
家
猫
八
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
動
物
の
も
の
ま
ね
と
生
き
物

の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
当
会

か
ら
ア
カ
コ
ッ
コ
を
取
り
巻
く
状
況
と
２
日

目
に
行
う
森
づ
く
り
活
動
の
説
明
を
し
ま
し

た
。
翌
１
７
日
は
、
当
日
受
付
、

参
加
時
間
自
由
と
い
う
形
で

下
草
を
除
去
す
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
年
配
の
方

か
ら
子
供
ま
で
こ
れ
ま

で
で
最
も
多
い
３
０
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
楽
し
く
ア
カ
コ
ッ
コ

の
エ
サ
場
整
備
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
カ
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ッ
コ
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本事業は、手島基金及び一般社団法人昭和会館からの助成金を基に実施しました

アカコッコの個体数推定を実施

　三宅島全体の個体数は、調査範囲内でさえずっているアカ
コッコを数えた結果を使って推定しています。今年度は４年ぶ
りに 25 コース全てで調査を行いました。調査は島民他 1５名、
当会職員 8 名（延べ 46 名）で分担して行いました。推定個体
数は約 8,500 羽、前年に比べて少なくなりましたが、回帰直
線では正の相関がみられ、やや増加傾向だと言えます。
　今回の推定にあたって衛星写真などから新しい環境区分図を
作成しました。図を見ても灰色の裸地が減少し、植生が回復し
てきている様子がわかります。環境の変化とアカコッコの個体
数変化の様子を引き続き見守っていきたいと思います。

2009年の環境区分図
灰色の裸地と黄色の草地の
面積が大きい

2023年の環境区分図
緑色の樹林が増加している

アカコッコ館30年記念シンポジウムで講演

　3 月 10 日、三宅島自然ふれあいセンター・アカコッコ館の
開館 30 周年を記念したシンポジウムが開催されました（参加
者３０名）。「知ろう守ろうアカコッコと三宅島の自然」という
テーマで、東邦大学名誉教授　長谷川雅美氏からは「トカゲの
楽園三宅島」、国立科学博物館　西海功氏からは「最も急速に
種分化した日本固有種の鳥アカコッコの系統と分類」という、
とても興味深いお話をしていただきました。当会からは、島内
で続けているアカコッコの保護活動について、調査結果の最新
情報や島の方などと進める環境整備活動について、自然保護室
長　田尻浩伸からデータや写真を使って紹介しました。

講演者全員が壇上に上がり、参加者
からの質問などに答えました

y = 765.39x + 5154.4
R² = 0.39
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調査年毎の推定個体数

25コース
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